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P.4ふるさと納税さらに増

P.2２特会は赤字25年度
決 算



74億911万円
歳 出
使ったお金

衛生費
8.7％

議会費
1.3％

教育費
7.4％ 民生費

28.8％

総務費
18.7％公債費

（借金返済）
14.4％

土木費
11.2％

商工費
0.9％

災害復旧費
0.1％

農林水産
業費 
5.1％

消防費
3.3％

　９月８日から19日まで、９月定例議会が開かれました。決算審査では、平成25
年度の一般会計ほか10の特別会計と水道会計について審議し、すべて認定しました。
一般会計は、４億1046万円の黒字でした。10の特別会計のうち、住宅新築資金等
貸付会計は、今回も赤字でしたが、下水道会計は対前年比64万円の赤字幅縮小とな
りました。

【健全化判断比率％】

区　分 25年度
（24年度）

早期健全化基準 財政再生基準

イエローゾーン レッドーゾーン

実質赤字比率 赤字なし
（赤字なし）   14.79 20.00

連結赤字比率 赤字なし
（赤字なし）   19.79 30.00

※１
実質公債費比率

  16.4
 （18.2）   25.0  35.0 

※２
将来負担比率

126.7
（132.9） 350.0  －

資金不足比率
（下水道事業特別会計）

    2.1
   （２.0）

経営健全化基準

20.0

※１　自由になる財源の内、借金返済の割合。
※２　実質的な債務は、自由になる財源の何年分か。

項目
会計

決算額（単位：万円）
審議結果

歳　　入（A） 歳　　出（B） 繰越額（C） 実質収支
（A－B－C）

一般会計 785,484 740,911 3,527 41,046 賛成13：反対1

主
な
特
別
会
計

国民健康保険 198,118 197,817 　0 301 賛成13：反対1

介護保険 162,502 158,817 0 3,685 賛成13：反対1

住宅新築資金等貸付 781 3,790 0 △3,009 全会一致

下水道 120,520 121,223 72 △775 賛成13：反対1

風力発電 49,126 41,105 0 8,021 全会一致

大栄歴史文化学習館 4,940 4,547 0 393 全会一致

後期高齢者医療 14,284 14,245 0 39 賛成13：反対1
※繰越額　H25年度に事業実施されなかったため、翌26年度に実施することになった額。

一般会計決算

２特会は赤字続く

●消防施設設置事業� 2432万円
　（第１分団消防自動車更新等）

●情報化推進整備事業�３億9490万円
　（大栄地区光ケーブル整備）

●コナン駅愛称化事業� 1346万円

●自治会等太陽光発電設備設置事業
� 1226万円

●LED防犯等整備事業� 1802万円

●がんばる農家プラン支援事業
� 3400万円

●販売強化活動事業）� 577万円
　（「マルシェファーム北栄」を東京で開催）

こんな事業やりました。

一
般
会
計
決
算

　
　
　

森
本
真
理
子

　

ア
グ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
参
加
者
が
、
減
少
し

て
い
る
が
何
か
対
策
は

な
い
の
か
。

　
　
　
手
嶋
産
業
振
興
課
長

　

昨
年
は
、
開
催
時
期

を
変
更
し
た
こ
と
も
減

少
要
因
か
も
し
れ
な

い
。
実
行
委
員
会
で
、

い
ろ
い
ろ
協
議
し
て
い

た
だ
く
。

問答

　
　
　

長
谷
川
昭
二

　

人
権
相
談
員
が
昨
年

度
受
け
た
相
談
件
数
は

何
件
あ
る
の
か
。

　
　
　
杉
本
生
涯
学
習
課
長

　

昨
年
度
は
７
件
の
相

談
が
あ
っ
た
。
話
を
聞

い
て
み
る
と
、
個
人
間

の
ト
ラ
ブ
ル
や
法
令
違

反
等
も
あ
り
、
人
権
に

関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、

内
２
件
が
該
当
す
る
。

問答

平成25年度
決 算

賛
否
あ
り

　
　
　
　
　

長
谷
川
　
昭
二

❶
投
票
所
縮
小
の
経
費
削
減
は
、
投

票
機
会
を
保
障
す
る
観
点
か
ら
問
題
。

❷
人
権
相
談
員
は
必
要
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。

❸
使
用
可
能
な
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
切

替
え
、
自
治
会
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
は
緊
急
・
不
可
欠
で
は
な
い
。

❹
国
保
税
や
下
水
道
料
金
の
大
幅
な

引
き
上
げ
。

❺
保
育
士
の
非
正
規
雇
用
の
常
態
化
。

❻
認
定
農
業
者
と
そ
れ
以
外
の
農
業

者
と
の
助
成
基
準
の
大
幅
な
格
差
。

❼
敬
老
行
事
交
付
金
は
、
不
公
平
な

支
出
。
以
上
の
理
由
で
反
対
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　

浜
本
　
武
代

　

農
業
・
風
力
発
電
・
コ
ナ
ン
等
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
組
み
、
実
質
４
億

１
０
４
６
万
円
の
黒
字
。
農
業
の
町

と
し
て
農
業
者
と
目
標
に
向
か
っ
て

の
努
力
と
風
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
は

初
年
度
目
標
に
達
成
し
今
後
公
平
な

支
援
を
。

　

人
権
相
談
事
業
は
安
心
し
て
相
談

で
き
る
体
制
で
、
ま
た
町
民
の
健
康
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
協
働
し
て

引
き
続
き
取
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

賛
成
討
論

反
対
議
員
　
長
谷
川

賛
成
議
員
　
浜
本
・
田
中
・
池
田
・
山
下

�

前
田
・
森
本
・
宮
本
・
町
田

�

斉
尾
・
阪
本
・
油
本
・
飯
田

�

津
川　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
決
算

議会だより北栄 34号
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自主財源　23.1％

依
存

財

源　76.9％

町税 17.0％

国庫支出金
7.4％

町債
（借金）
9.5％

県支出金
6.5％

地方消費税交付金
1.6％

その他
3.8％

地方交付税
48.1％

78億5484万円
歳 入
入ったお金

諸収入 1.9％
繰越金 3.0％

分担金負担金
 1.2％

質 疑 あ れこれ

◎コナン駅愛称化事業 

曲自治公民館の太陽光発電設備



陳情件名 陳情者名 採決 委員会の意見

軽度外傷性脳損傷の周
知、及び労災認定基準の
改正などを求める陳情

大阪市
軽度外傷性脳損傷仲間の会

代表
　藤本久美子

採択
全会一致

　労災軽度外傷性脳損傷は交通事故や高所からの転落、転
倒、スポーツ外傷などにより、頭部に衝撃を受けて発症す
る病気であるが、日本の医療において知られておらず、
MRI等の画像診断では異常が見つかりにくいため、労災や
自賠責保険の対象にならないケースも多い。そのため医療
機関をはじめ、国民、教育機関への啓発・周知が重要であり、
認定基準の改正などが必要である。
→政府及び国会に意見書を提出

　
　
　

津
川
　
俊
仁

　

急
速
充
電
器
の
電
気
代
が
増
額
さ

れ
て
い
る
が
、
町
は
、
現
在
１
台
し

か
な
い
急
速
充
電
器
を
、
観
光
客
の

利
便
性
向
上
の
た
め
増
や
す
つ
も
り

は
な
い
か
。
ま
た
有
料
化
は
し
な
い

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
位
置
づ
け
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

松
本
町
長

　

急
速
充
電
器
は
、
将
来
は
民
間
が

す
べ
き
だ
と
思
う
。
行
政
は
あ
る
程

度
普
及
す
る
ま
で
の
期
間
だ
け
の
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

大
庭
住
民
生
活
課
長

　

有
料
の
急
速
充
電
器
は
、
ま
だ
あ

ま
り
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

有
料
化
も
、
増
設
も
考
え
て
い
な
い
。

問答答

　
　
　

油
本
　
朋
也

　

町
道
修
繕
工
事
費
が
計
上
さ
れ
、

工
事
個
所
の
一
つ
に
、
大
栄
小
中
学

校
線
安
全
対
策
（
グ
ル
ー
ビ
ン
グ
）

と
あ
る
が
、
場
所
と
内
容
、
完
成
時

期
は
。

　
　
　

吉
岡
地
域
整
備
課
長

　

場
所
は
、
大
栄
小
中
学
校
か
ら
六

尾
方
面
に
向
か
い
カ
ー
ブ
し
て
い
る

下
り
坂
。

　

ス
リ
ッ
プ
し
た
車
が
歩
道
に
飛
び

込
ま
な
い
た
め
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
と
道
路
に
細
い
溝
を
掘
る
こ
と

で
、
ス
リ
ッ
プ
防
止
と
排
水
・
砕
氷

効
果
が
期
待
で
き
る
グ
ル
ー
ビ
ン
グ

工
事
を
、
雪
が
降
り
始
め
る
ま
で
に

は
完
成
さ
せ
た
い
。

問答

　
　
　

田
中
　
精
一

　

大
栄
中
学
校
プ
ー
ル
改
築
の
設
計

委
託
料
の
計
上
は
評
価
す
る
が
、
な

ぜ
今
の
50
ｍ
で
は
な
く
25
ｍ
へ
の
変

更
か
。
執
行
に
あ
た
っ
て
、
再
考
す

る
気
は
な
い
か
。

　
　
　

岩
垣
教
育
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
25
ｍ
へ

の
変
更
改
築
を
決
定
し
て
い
る
。
50

ｍ
へ
の
再
考
を
求
め
る
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
で
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

問答

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

高校生が議会傍聴

議会だより北栄 34号
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ふるさと納税  増加

陳 情 審 査 結 果

９　　月
定例議会

【決算認定以外の議案審議結果】

条　　例

町長等の給料の特例に関する条例の一部改正
� （町長10％・副町長5％報酬減額１ヶ月）

全会一致

特別医療費助成条例の一部改正� （法律改正に伴うもの） 全会一致

補正予算

一般会計（第２号）� （ふるさと納税等1787万円） 全会一致

国民健康保険特別会計（第１号）� （赤字補填繰入金増額2749万円） 全会一致

介護保険特別会計（第１号）� （国・県への返還金1434万円） 全会一致

下水道事業特別会計（第３号）� （瀬戸橋改修下水道管移設604万円） 全会一致

歴史文化学習館特別会計（第１号）� （展示ケース改修等398万円） 全会一致

水道会計（第１号）� （瀬戸橋改修水道管移設等1375万円） 全会一致

報告
平成25年度決算に基づく健全化判断比率について

平成25年度決算に基づく資金不足比率について

　

９
月
11
日
の
一
般
質
問
に
、
鳥
取
中
央
育
英
高
等
学
校
の

２
年
生
13
人
が
、
傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
議
会
と
高
校
と
で
、
開
催
を
計
画
し
て
い
る

北
栄
町
高
校
生
議
会
に
向
け
て
の
事
前
研
修
を
兼
ね
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　９月定例議会では、平成25年度決算認定のほかに、提案された条例や補正など、８議案を可
決しました。一般会計補正予算では、６月に補正をおこなったふるさと納税がさらに増加した
ため、お礼の特産品の経費を、1425万円増額しました。その結果、歳入見込みは総額8350
万円になりました。その他、２件の報告があり、１件の陳情審査をしました。

質 疑 あ れこれ さらに

大栄中学校50ｍプール

安全対策工事実施予定の通学路（由良）

利用が増えた急速充電器



第
３
回
臨
時
議
会

第
４
回
臨
時
議
会

　
　
　

飯
田
　
正
征

　

作
業
仮
設
足
場
の
費
用
は
、
最
初

か
ら
計
上
さ
れ
て
い
な
い
と
お
か
し

い
。
後
で
町
が
支
払
う
べ
き
も
の
で

は
な
い
。

　
　
　

別
本
総
務
課
長

　

室
内
で
の
作
業
用
の
足
場
に
つ
い
て
は

計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
外
足
場
に
つ

い
て
は
な
か
っ
た
。
作
業
員
の
安
全
の
確

保
の
た
め
、
協
議
の
中
で
、
足
場
の
設
置

が
必
要
と
な
っ
た
。

　
　
　

前
田
　
栄
治

　

納
入
機
器
が
搬
入
出
来
な
い
た
め
、

機
材
搬
入
入
口
を
追
加
し
た
費
用
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
設
計

ミ
ス
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　

別
本
総
務
課
長

　

把
握
が
不
十
分
だ
っ
た
。
機
械
の
搬
入

の
際
、
想
定
し
た
経
路
で
の
搬
入
が
で
き

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
の
措
置
。
十

分
な
検
討
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
非
常
に

反
省
し
て
い
る
。

問答問答

　
　
　

池
田
　
捷
昭

　

変
更
が
生
じ
た
時
に
、
す
ぐ
に

議
会
に
報
告
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

不
適
切
で
あ
る
。
け
じ
め
を
つ
け

る
と
い
う
意
思
は
な
い
か
。

　
　
　

松
本
町
長

　

私
を
は
じ
め
、
処
分
等
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
検
討
し
た
結
果
は
議
会
に
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

問答

議会だより北栄 34号
2014/11月発行 6

質 疑 あ れこれ

空 調 工 事 の 変 更 契 約
疑 問 続 出

　７月15日の第３回臨時議会で提案された、役場大栄庁舎及び大栄農村環境改善センター空調
設備改修工事の変更契約について、多くの議員から質疑が出されました。これを受け、町は内
容を見直すため、議案を撤回しました。議会の指摘を踏まえ、７月25日の第４回臨時議会で、
改めて提案された工事請負変更契約の締結については、全会一致で可決しました。

　　第３回　提案内容

主
な
工
事
内
容

❶エアコン防雪フード変更　△460万円　　　❷アスベスト含有建材撤去処分費　330万円
❸冷媒ガス回収・破壊・処分　240万円　　　❹作業用仮設足場　170万円　
❺大栄農村環境改善センター１階機械室外壁開口・扉新設　110万円
❻旧エアコン設置場所の壁紙・床・天井クロスの腐食修繕　90万円　　など総額610万円増

　　第４回　提案内容� ❹❺は業者負担　　　　　　　　　　　　　　　　　　
主
な
工
事
内
容

❶エアコン防雪フード変更　△460万円　　　❷アスベスト含有建材撤去処分費　330万円
❸冷媒ガス回収・破壊・処分　240万円　
❻旧エアコン設置場所の壁紙・床・天井クロスの腐食修繕90万円　　など総額329万円増

改善センターに新設された機材搬入口

７　　月
臨時議会



ここを う問町
政

町
政
こ
こ
を
問
う

９月定例議会では12人の議員が
21問の一般質問を行いました。

議会だより北栄 34号
2014/11月発行7

質問者 質　　問　　事　　項 ページ
田中　精一 庁舎統合 8

浜本　武代
北条庁舎の今後のあり方は 8
協働活動の検証による現状把握と今後の取り組み 14

飯田　正征
土曜日授業 9
北栄町空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例 11

町田　貴子 子どもを取り巻く様々な問題 9

斉尾　智弘
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町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

庁
舎
統
合

　
　
　
　
　
　

実
施
に
つ

い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
、
保
護
者

は
賛
成
51
・
3
％
、
反
対

24
・
２
％
ど
ち
ら
と
も
言

え
な
い
が
24
・
4
％
だ
っ

た
。
教
職
員
は
6
・
1
％

が
賛
成
、
82
・
９
％
が
反

対
、
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
が
、
11
％
だ
っ
た
。
実

施
し
な
い
と
決
め
た
理
由

は
何
か
。
保
護
者
の
意
見

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る

か
。
教
職
員
の
負
担
の
軽

減
、
諸
問
題
の
解
決
を
図

り
、
土
曜
日
授
業
の
再
開

を
し
て
は
ど
う
か
。

飯
田

北
条
地
区
は
ど
う
な
る

答「
総
合
窓
口
を
充
実
」

　
　
　
　
　
　

庁
舎
統
合

で
総
合
窓

口
業
務
と
中
央
公
民
館
だ

け
と
な
り
、「
文
化
の
薫

る
町
」
北
栄
町
の
維
持
発

展
は
可
能
か
。ま
た
、「
北

条
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
」
の
利
用
も
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。
現
在

で
も
「
福
祉
関
係
」
の
相

談
業
務
が
必
要
で
は
。
耐

震
補
強
を
実
施
し
、「
ふ

る
さ
と
広
域
連
合
」
に
使

用
料
を
請
求
で
き
な
い
か
。

浜
本

飯田　正征

浜本　武代

　
　
　
　
　
　

大
栄
庁
舎
に

一
本
化
し
、

分
庁
総
合
窓
口
と
福
祉
相
談

も
充
実
し
た
い
。
文
化
・
芸

術
は
郷
土
愛
・
想
像
力
・
感

性
を
養
い
、
ま
ち
づ
く
り
・

人
材
育
成
・
活
性
化
に
も
な

る
。
中
央
公
民
館
事
業
で
、

美
術
展
・
各
発
表
会
・
作
品

展
な
ど
町
の
文
化
交
流
の
場

と
生
き
が
い
づ
く
り
と
な
っ

て
い
る
。
北
条
改
善
セ
ン

タ
ー
は
多
人
数
の
会
に
使

い
、
耐
震
補
強
や
使
用
料
は

「
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
」
と

協
議
す
る
。

町
長

教
育
委
員
長

　

理
由
は
次
の
４
点
。

❶
学
校
週
５
日
制
が
定
着
。

❷
土
曜
日
の
昼
間
を
学
校
任

せ
で
は
家
庭
の
教
育
力
は
高

ま
ら
な
い
。

❸
教
職
員
の
今
以
上
の
負
担

の
回
避
。

❹
教
職
員
の
振
替
休
日
で
学

校
運
営
に
支
障
。

　

し
か
し
、
長
期
休
業
日
の

短
縮
や
、
子
ど
も
達
が
選
択

で
き
る
豊
か
な
教
育
環
境
の

整
備
、
子
ど
も
達
を
町
全
体

で
育
て
る
気
運
作
り
な
ど
、

子
ど
も
達
が
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
る
教
育
を
考
え
る
機

会
に
し
た
い
。

　
　
　
　

 　

条
例
で
大

栄
庁
舎
を

事
務
所
と
し
て
制
定
し
て

い
る
以
上
、
い
ず
れ
庁
舎

統
合
す
る
こ
と
は
既
定
の

事
実
で
あ
る
。

　

来
年
、
合
併
か
ら
10
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、

む
し
ろ
、
遅
き
に
失
し
た

く
ら
い
で
あ
る
。
統
合
の

前
提
と
し
て
、
北
条
地
区

住
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

利
便
性
向
上
の
観
点
か

ら
、
北
条
庁
舎
を
地
方
自

治
法
に
よ
り
「
出
張
所
」

と
し
て
、
正
式
に
条
例
で

位
置
付
け
、そ
の
後
に「
庁

舎
統
合
と
北
条
出
張
所
開

設
」
を
同
時
に
行
う
べ
き

と
考
え
る
。

田
中

　
　
　
　
　
　

庁
舎
統
合
は

必
要
と
の
考

え
は
、
変
わ
っ
て
い
な
い
。

統
合
経
費
は
、
合
併
特
例
債

を
活
用
し
た
い
。

　

指
摘
の
と
お
り
、
条
例
で

北
栄
町
役
場
の
位
置
は
「
北

栄
町
由
良
宿
４
２
３
番
地

1
」
と
定
め
て
あ
る
が
、
北

条
庁
舎
は
条
例
上
の
位
置
づ

け
が
な
い
。

　

北
条
地
区
の
活
性
化
も
考

慮
し
た
う
え
で
、
現
在
の
北

条
庁
舎
を
引
き
続
き
使
用
す

る
か
、
窓
口
機
能
を
別
の
施

設
に
移
転
し
て
設
け
る
か
、

早
急
に
詰
め
た
い
。
統
合
後

に
使
用
す
る
施
設
は
、
法
的

に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
適
切

だ
と
考
え
て
い
る
。

町
長

田中　精一

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の

連
れ
去
り
、

い
じ
め
や
仲
間
は
ず
し
な

ど
の
被
害
が
多
発
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対

し
、
学
校
、
家
庭
な
ど
の

対
策
は
で
き
て
い
る
か
。

　

子
ど
も
の
集
え
る
場
所

な
ど
の
環
境
づ
く
り
も
必

要
で
あ
る
。

町
田

社
会
教
育
環
境

子
ど
も
が
危
な
い

答「
地
域
の
協
力
は
不
可
欠
」

答「
放
課
後
ク
ラ
ブ
を
活
用
」

町田　貴子

　
　
　
　
　
　

不
審
者
対
策

は
、
地
域
・

家
庭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
・
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特

に
地
域
の
協
力
が
不
可
欠
。

町
長

　

不
審
者
情
報
は
、
す
ぐ
に

携
帯
メ
ー
ル
「
ま
ちcom

i

メ
ー
ル
」
で
保
護
者
や
他
の

教
育
委
員
長

小
・
中
学
校
に
配
信
し
て
い

る
。
ま
た
、
青
色
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
で
巡
回
な
ど
、
各
所

と
連
携
し
な
が
ら
情
報
発
信

や
見
守
り
強
化
な
ど
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の

居
場
所
に
つ
い
て
は
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
り
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

大栄庁舎

北条庁舎

議会だより北栄 34号
2014/11月発行 8議会だより北栄 34号

2014/11月発行9

庁舎統合教育・子育て

土曜日授業

答「週５日制が定着」
なぜ実施しないのか

庁舎統合

答「法的位置づけは必要」
北条庁舎を「出張所」



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

条
例
は
町

民
の
安
全

安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す

る
た
め
、
7
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
が
、
問
題
の
建

物
の
処
理
・
手
続
き
が
未

だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
理

由
と
今
後
は
。

　

北
栄
町
空
き
家
等
審
議

会
は
町
長
が
委
嘱
し
た
委

員
10
名
以
内
で
構
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
人
を
何
人
委

嘱
さ
れ
た
か
、
空
き
家
等

審
議
会
の
実
施
状
況
は
。

飯
田

　
　
　
　
　
　

６
月
と
８
月

に
関
係
課
で

組
織
す
る
空
き
家
対
策
会
議

を
開
催
。
既
存
の
空
き
家
対

策
や
新
た
な
発
生
抑
制
を
協

議
中
。
空
き
家
等
審
議
会
は

大
学
教
授
、
弁
護
士
、
自
治

会
長
会
代
表
等
の
６
名
で
構

成
、
10
月
１
日
に
第
１
回
を

予
定
。
専
門
家
の
意
見
を
聞

き
、
保
安
上
緊
急
を
要
す
る

建
物
に
つ
い
て
審
議
の
予

定
。
今
後
は
、
そ
の
結
果
を

受
け
、
判
断
基
準
を
明
確
に

し
、
指
導
に
入
り
た
い
。

町
長

飯田　正征

　

機
能
分
担
は
、
共
通
部
分

と
し
て
講
座
、
教
育
、
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
住
民
の
学
習

教
育
、
文
化
に
関
す
る
活
動

の
支
援
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

と
し
て
中
央
公
民
館
は
町
全

体
に
呼
び
か
け
る
事
業
や
町

外
の
関
係
団
体
と
の
連
絡
調

整
、
大
栄
分
館
は
指
定
管
理

者
が
運
営
し
法
人
の
特
性
を

生
か
し
た
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。

　

教
育
の
政
治
的
中
立
性
、

継
続
性
、
安
定
性
を
確
保
し

つ
つ
、
新
教
育
長
の
チ
ェ
ッ

ク
と
町
民
の
意
見
を
反
映
し

や
す
く
す
る
た
め
、
積
極
的

に
会
議
の
公
開
や
意
見
交
換

に
努
め
る
。

教
育
委
員
長

教
育
委
員
長

　
　
　
　
　
　

教
育
委
員
会

制
度
が
来
年

４
月
か
ら
改
正
さ
れ
、
教
育

行
政
の
責
任
者
を
明
確
化
す

る
た
め
、
教
育
長
と
教
育
委

員
長
を
一
本
化
し
た
新
教
育

長
を
首
長
が
任
命
す
る
。

　

教
育
方
針
等
は
教
育
委
員

会
と
話
し
合
う
「
総
合
教
育

会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
十
分

な
意
思
疎
通
が
図
ら
れ
る
。

教
育
の
自
立
性
、
自
主
性
、

政
治
的
中
立
性
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
最
終
的
な
執

行
権
限
は
教
育
委
員
会
に
留

町
長

新
教
育
委
員
会
制
度

答「
執
行
権
限
は
教
委
に
」

答「
中
立
性
を
確
保
」

守
れ
教
育
の
自
立・自
主
性

保
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

本
町
は
い

か
な
る
根

拠
で
、
中
央
公
民
館
は
旧

北
条
町
に
、
そ
の
分
館
は

旧
大
栄
町
に
設
置
さ
れ
て

い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
機

能
分
担
は
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　

新
教
育
委

員
会
制
度

が
来
年
度
か
ら
施
行
さ

れ
、
教
育
長
と
教
育
委
員

会
委
員
長
の
職
を
兼
ね
る

新
た
な
教
育
長
が
設
け
ら

れ
る
。
教
育
長
の
権
限
は

強
大
化
し
、
教
育
大
綱
策

定
権
限
や
総
合
教
育
会
議

が
首
長
の
政
治
介
入
の
場

と
な
る
懸
念
が
あ
る
。 

　

教
育
へ
の
政
治
介
入
を

許
さ
ず
、
自
主
性
・
自
立

性
・
政
治
的
中
立
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
。

長
谷
川

答「合併協議会で承認」
答「それぞれの特性を生かして」

設置の根拠と機能

斉尾　智弘

長谷川　昭二

　
　
　
　
　
　

平
成
16
年
の

第
５
回
北
条

町
・
大
栄
町
合
併
協
議
会
に

お
い
て
、
建
築
年
度
、
広
さ

を
勘
案
し
、
北
条
町
施
設
を

本
館
、
大
栄
町
施
設
を
分
館

と
す
る
調
整
の
提
案
が
さ

れ
、第
６
回
合
併
協
議
会
で
、

承
認
さ
れ
た
。
中
央
公
民
館

で
は
美
術
展
、
公
民
館
ま
つ

り
、
ゆ
ら
川
く
だ
り
な
ど
町

の
重
要
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局

町
長

の
役
割
を
果
た
し
、
大
栄
分

館
で
は
指
定
管
理
者
で
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
」
に
よ
っ
て
地
域
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　

建
設
許
可
は
、

構
造
上
の
強

度
を
確
認
す
る
た
め
建
築
確

認
申
請
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
が
、
同
施
設
の
飛
打
球
対

策
ネ
ッ
ト
及
び
支
柱
は
当
初

か
ら
申
請
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
判
明
し
、
県
が
指
導
を

行
っ
た
。

　

飛
打
球
に
つ
い
て
は
法
的

な
規
制
が
な
く
、
行
政
指
導

は
で
き
な
い
。

　

今
後
は
協
定
書
か
覚
書
の

締
結
を
図
っ
て
行
く
考
え
で

あ
る
。

町
長

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
飛
来

答「
行
政
指
導
は
で
き
な
い
」

地
域
の
被
害
対
策

　
　
　
　
　
　

下
神
の
ゴ

ル
フ
練
習

場
は
営
業
当
初
か
ら
被
害

を
発
生
さ
せ
て
い
る
。
地

域
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る

と
言
う
認
識
が
な
い
。

　

条
例
の
制
定
の
検
討
、

研
究
を
踏
ま
え
て
の
対
策

は
な
い
か
。

池
田

池田　捷昭

中央公民館と分館

飛び出したゴルフボール

危険な火災工場跡
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空き家等の条例

答「審議会の結果を受け指導へ」
その条例どうなった

教育・子育て生活・環境



　
　
　
　
　
　

一
人
暮
ら
し

高
齢
者
と
い

う
こ
と
だ
け
で
、
タ
ク
シ
ー

利
用
料
助
成
の
対
象
に
す
る

こ
と
は
、
一
人
暮
ら
し
で
も

車
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来

る
人
に
対
す
る
公
費
助
成
に

つ
い
て
、
町
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
か
、
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。と
は
い
え
、

拠
点
に
近
い
人
で
も
移
動
手

段
に
困
っ
て
い
る
人
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
公
共
交
通

機
関
の
利
用
に
困
っ
て
い
る

人
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

対
応
が
出
来
る
か
今
後
さ
ら

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

胃
が
ん
予

防
に
つ
い

て
は
、
※
ピ
ロ
リ
菌
感
染

の
有
無
を
調
べ
る
こ
と

が
、
有
効
で
あ
る
と
国
で

も
認
知
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
有
無

を
調
べ
る
検
査
は
、
北
栄

町
で
は
、
ま
だ
実
施
さ
れ

て
い
な
い
。
速
や
か
な
導

入
を
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　

国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
に
よ
れ
ば
男
性
の
胃

が
ん
の
要
因
で
最
も
高
い
の

が
喫
煙
で
、
次
い
で
ピ
ロ
リ

菌
、
食
塩
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。
検
査
を
し
、

陽
性
者
に
は
菌
の
除
去
を
し

て
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
減
ら

町
長

胃がん予防

答「実施市町村を参考」
ピロリ菌検査の導入

斉尾　智弘
　
　
　
　
　
　

下
北
条
駅

前
の
町
道

東
側
で
、
５
月
に
交
通
死

亡
事
故
が
起
き
た
。
こ
こ

は
道
幅
が
狭
く
、
信
号
の

あ
る
県
道
の
迂
回
路
と
し

て
交
通
量
が
多
く
、
朝
夕

の
通
学
の
自
転
車
や
Ｊ
Ｒ

利
用
者
も
多
い
。
事
故
原

因
の
一
つ
と
さ
れ
る
カ

ラ
ー
舗
装
の
除
去
と
い
う

小
手
先
の
対
応
で
は
な

く
、
駅
東
側
の
視
界
を

遮
っ
て
い
る
建
造
物
の
撤

去
や
、
片
側
一
方
通
行
の

実
施
な
ど
大
胆
な
改
良
が

必
要
で
は
。

油
本

　
　
　
　
　
　

車
両
を
優
先

し
て
道
路
拡

幅
す
る
と
、
車
の
通
行
が
増

え
逆
に
危
険
と
な
る
。
地
域

の
利
用
実
態
に
合
っ
た
交
通

事
故
対
策
を
、
多
面
的
に
行

う
必
要
が
あ
る
。

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
、
マ

ナ
ー
の
向
上
に
取
り
組
み
、

危
険
個
所
点
検
と
連
携
し
改

善
し
て
い
き
た
い
。
時
間
帯

の
通
行
規
制
や
一
方
通
行
規

制
は
通
行
量
の
抑
制
に
有
効

と
考
え
る
が
、
地
元
の
意
向

に
応
じ
て
検
討
し
た
い
。

町
長

油本　朋也

　
　
　
　
　
　

現
場
は
５
月

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

通
学
路
緊
急
点
検
で
指
摘
さ

れ
、
地
域
整
備
課
が
確
認
し

た
と
こ
ろ
緊
急
性
を
要
す
る

と
し
て
、
今
回
の
補
正
予
算

で
修
繕
費
を
計
上
し
た
箇
所

で
あ
る
。

　

通
学
路
は
特
に
児
童
生
徒

の
安
全
を
守
る
と
い
う
観
点

か
ら
緊
急
性
を
勘
案
し
な
が

ら
速
や
か
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
。
優
先
順
位
は
、
危
険

性
、
緊
急
性
を
も
と
に
担
当

課
、
総
務
課
、
副
町
長
、
町

長
で
決
定
す
る
。

町
長

通
学
路
の
安
全
対
策

答「
早
急
に
対
応
」

答「
関
係
機
関
と
一
緒
に
点
検
」

危
険
な
防
護
柵

　
　
　
　
　
　

大
栄
小
学

校
校
門
付

近
か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

駐
車
場
へ
の
防
護
柵
が
、

サ
ビ
と
腐
食
の
た
め
劣
化

し
大
変
危
険
で
あ
る
。
子

ど
も
達
の
安
心
安
全
な
登

下
校
の
た
め
、
一
日
も
早

い
対
応
が
必
要
で
は
。

　

定
期
的
な
見
回
り
と
と

も
に
、
住
民
か
ら
の
通
報

も
大
切
で
あ
る
が
、
情
報

の
寄
せ
ら
れ
た
危
険
個
所

の
改
良
修
繕
に
向
け
て
の

優
先
順
位
は
、
ど
の
よ
う

な
基
準
で
誰
が
決
め
る
の

か
。 油

本

　

教
育
委
員
会
は
平
成
24
年

か
ら
毎
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携

し
、
６
月
に
危
険
個
所
を
洗

い
出
し
、
８
月
頃
に
警
察
、

道
路
管
理
者
、
担
当
課
、
学

校
関
係
者
と
実
際
に
現
地
で

周
辺
の
地
形
や
見
通
し
、
交

通
量
、
道
路
形
状
や
交
通
規

制
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
合

同
現
地
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
は
大
栄
５
箇
所
、

北
条
２
箇
所
を
点
検
。
今
後

も
関
係
機
関
と
一
緒
に
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
委
員
長

す
こ
と
は
、
医
療
費
の
削
減

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。
実
施
の
市
町
村
を

参
考
に
し
、
前
向
き
に
検
討

す
る
。

　
　
　
　
　
　

タ
ク
シ
ー

利
用
券
は
、

交
通
不
便
地
域
に
お
住
い

で
、
65
歳
以
上
及
び
障
が

い
者
等
、
い
ろ
い
ろ
な
事

情
で
車
が
利
用
で
き
な
い

人
に
交
付
さ
れ
て
い
る
。

近
年
買
い
物
等
に
不
自
由

さ
れ
る
独
居
老
人
が
増
え

て
い
る
。
交
通
不
便
地
域

の
枠
を
外
す
べ
き
と
考
え

る
。 斉

尾
タ
ク
シ
ー
利
用
券

交
付
範
囲
の
拡
大

答「
さ
ら
に
検
討
」

※�

ピ
ロ
リ
菌（
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
・
ピ
ロ
リ
）＝
胃
の
中

に
い
て
、
胃
の
病
気
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
る
菌

駅前の東側
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町道の交通安全対策

答「地元の意向に応じて」
大胆な安全対策

生活・環境健康・福祉



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年

度
よ
り
導

入
さ
れ
た
登
録
型
本
人
通

知
制
度
の
登
録
者
は
38

人
。そ
の
数
を
増
や
す
た

め
に
、住
民
生
活
課
、福
祉

課
、生
涯
学
習
課
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。ま
た
、登
録
方
法
の
簡

素
化
や
全
員
通
知
型
に
で

き
な
い
か
。

津
川

　
　
　
　
　
　

住
民
生
活
課

で
は
、
本
人

へ
の
な
り
す
ま
し
を
防
ぐ
た

め
に
本
人
確
認
を
徹
底
す
る

こ
と
、
本
人
の
代
理
人
で
あ

れ
ば
、
そ
の
代
理
人
の
本
人

確
認
を
行
う
こ
と
、
第
三
者

の
交
付
で
あ
れ
ば
、
正
当
な

理
由
が
厳
密
に
審
査
を
行
う

こ
と
な
ど
、
交
付
事
務
の
時

点
で
不
正
請
求
の
防
止
に
努

町
長

登録型本人通知制度

答「全員通知型は出来ない」
答「学習機会に周知・啓発」

増やせ登録者

津川　俊仁 斉尾　智弘

斉尾　智弘

　
　
　
　
　
　

現
在
１
０

１
戸
の
農

家
が
長
い
も
と
、ね
ば
り
っ

こ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
る
。平
成
25
年
度
の
販
売

金
額
は
、約
３
億
５
５
０
０

万
円
。
こ
の
優
良
品
目
の

生
産
維
持
し
て
い
く
上
で

大
切
な
も
の
に
、
い
も
掘

り
機
が
あ
る
が
、メ
ー
カ
ー

は
現
在
機
械
を
製
作
し
て

い
な
い
の
で
、
更
新
に
つ

い
て
の
支
援
を
求
め
る
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　

北
条
砂
丘
農

業
活
性
化
プ

ラ
ン
に
お
い
て
も
、
他
の
事

業
に
お
い
て
も
現
状
維
持
や

機
械
の
単
純
更
新
は
補
助
対

象
外
と
な
っ
て
い
る
。
規
模

拡
大
、
新
規
取
組
で
あ
る
と

か
、
何
ら
か
の
条
件
が
産
地

や
生
産
者
に
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
単
純
な
更
新
は
支
援

は
で
き
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　

町
民
が
主
体

と
な
り
、
企

画
か
ら
運
営
ま
で
、
行
政
と

協
働
で
事
業
実
施
し
て
い
る

「
実
行
委
員
会
方
式
」
で
、

今
後
も
元
気
な
町
民
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協
働
し
実
践

す
る
こ
と
で
町
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
。

　

町
報
の
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
コ
ー
ナ
ー
」
は
検
討
す

る
。
六
尾
自
治
会
は
目
標
に

向
か
い
、
自
分
達
で
考
え
地

町
長

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

答「
協
働
で
活
性
化
」

さ
ら
に
推
進

　
　
　
　
　
　

今
後
の
町

民
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
さ

ら
に
進
め
る
た
め
に
は
ど

う
す
る
の
か
。
ま
た
、
具

体
策
は
。
町
報
に
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
、
活
動
内

容
等
を
掲
載
す
る
支
援
は

で
き
な
い
か
。
住
民
参
加

の
健
康
づ
く
り
の
今
後
の

取
り
組
み
と
六
尾
自
治
会

に
続
く
予
定
地
域
は
。

浜
本

浜本　武代

域
の
つ
な
が
り
を
再
確
認
。

こ
れ
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
で
は
。

　

六
尾
に
続
く
、
地
域
が
出

て
く
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

め
て
い
る
。
福
祉
課
で
は
、

被
害
者
と
な
り
や
す
い
高
齢

者
に
対
し
て
地
域
で
の
見
守

り
体
制
強
化
。
生
涯
学
習
課

で
は
、
人
権
教
育
講
座
で
本

人
通
知
制
度
の
周
知
・
啓
発

を
行
う
。
全
員
通
知
に
つ
い

て
は
見
送
る
べ
き
と
考
え

る
。
登
録
方
法
は
従
来
通
り

で
お
願
い
し
た
い
。

　

今
後
も
様
々
な
学
習
機
会

を
捉
え
、
個
人
情
報
の
保
護

の
大
切
さ
な
ど
を
人
権
の
観

点
か
ら
、
周
知
・
啓
発
に
努

め
た
い
。

教
育
委
員
長

　
　
　
　
　
　

昭
和
37
年
に

「
住
居
表
示

に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
。

そ
れ
ま
で
の
法
律
で
は
、
町

の
境
界
や
目
的
の
場
所
が
分

か
り
に
く
い
と
い
っ
た
不
具

合
が
都
市
部
で
多
く
あ
っ
た
。

こ
れ
を
分
か
り
や
す
く
す
る

た
め
、
新
た
な
住
居
表
示
方

法
を
定
め
た
。
こ
の
制
度
で

は
、
土
地
の
場
所
を
示
す
登

記
簿
上
の
地
番
と
、
こ
の
法

律
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら

れ
た
住
居
表
示
（
住
所
）
が

一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
町

町
長

　
　
　
　
　

法
律
に
は
、

公
共
の
福

祉
増
進
に
資
す
る
目
的
等

の
場
合
、
議
会
の
決
議
を

経
て
、
住
民
番
号
や
名
称

を
決
め
こ
れ
を
告
示
す
る

こ
と
、
と
定
め
て
あ
る
。

し
か
し
従
来
か
ら
あ
る
街

の
名
前
な
ど
は
継
承
す
る

措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
も

法
定
化
さ
れ
て
い
る
。
本

町
内
で
は
、
登
記
簿
上
の

表
示
名
が
、
自
治
会
の
名

称
に
な
っ
て
い
な
い
が
、

法
律
に
準
拠
し
て
い
る
か
。

斉
尾

住
居
表
示

住
所
と
自
治
会
名
と
の
関
係

答「
違
う
場
合
も
」

は
昔
な
が
ら
の
土
地
登
記
簿

上
の
表
示
地
番
を
住
所
地
番

と
し
て
用
い
て
い
る
。
一
方
、

土
地
の
表
示
地
番
と
自
治
会

の
区
域
と
の
関
係
性
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
二
つ
の
自
治

会
の
間
に
、
新
た
に
住
宅
を

建
設
さ
れ
る
場
合
、
登
記
簿

上
の
大
字
の
地
番
で
ど
ち
ら

に
属
す
る
の
か
を
決
め
る
の

で
は
な
く
、
地
縁
的
な
つ
な

が
り
、
距
離
、
地
形
な
ど
考

慮
し
自
治
会
を
選
ば
れ
て
い

る
。
法
律
に
準
拠
す
る
必
要

は
な
い
。

長いも掘り取り機

大栄分館前・前川土手の草とり自治会表示
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農業・まちづくり制度・選挙

長いも掘り取り機

答「単純更新は支援できない」
更新に支援



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　

国
の
進
め

よ
う
と
し

て
い
る
道
州
制
と
さ
ら
な

る
市
町
村
合
併
の
導
入

は
、
大
都
市
の
一
極
集
中

を
加
速
し
、
そ
の
結
果
、

地
方
（
北
栄
町
）
は
、
疲

弊
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
。

山
下

　
　
　
　
　
　

道
州
制
導
入

と
、
そ
れ
に

伴
い
必
然
的
に
促
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
市
町
村
合
併
は
、
全

国
町
村
会
と
し
て
強
く
反
対

し
て
お
り
、
私
も
同
様
に
反

対
で
あ
る
。

　

道
州
制
導
入
は
、
大
都
市

圏
へ
の
集
中
と
、
地
域
間
格

差
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
地
方

町
長

道州制と市町村合併

答「道州制には、強く反対」
地方は疲弊の一途

山下　昭夫 長谷川昭二

阪本　和俊

　
　
　
　
　
　

公
共
工
事

な
ど
の
労

務
単
価
の
引
き
上
げ
が
建

設
業
労
働
者
の
賃
上
げ
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
。
適

正
な
賃
金
を
確
保
す
る
た

め
、
賃
金
の
最
低
額
を
定

め
、
そ
れ
以
上
の
支
払
い

を
受
注
の
資
格
要
件
に
す

る
公
契
約
条
例
の
制
定
が

必
要
で
あ
る
。
子
育
て
世

帯
へ
の
支
援
、
業
務
委
託

や
指
定
管
理
な
ど
で
継
続

雇
用
保
護
・
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
な
る
。

長
谷
川

　
　
　
　
　
　

公
共
工
事
の

品
質
を
確
保

す
る
た
め
の
法
改
正
で
、
担

い
手
の
育
成
・
確
保
な
ど
を

目
的
に
発
注
者
の
責
務
と
し

て
、
労
務
や
資
材
の
取
引
価

格
等
の
予
定
価
格
の
適
切
な

設
定
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
こ
の
改
正
で
労
働
者
の

賃
上
げ
や
適
正
な
労
働
条
件

の
確
保
・
改
善
な
ど
ひ
と
つ

の
自
治
体
で
の
解
決
は
難
し

く
、
国
が
制
度
設
計
す
べ
き

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委

員
会
は
見
直

し
後
の
現
在
の
姿
が
最
良
で

あ
る
と
思
う
こ
と
な
く
、
届

い
た
意
見
や
検
証
の
中
か
ら

見
え
て
き
た
問
題
点
に
対

し
、
そ
の
改
善
策
を
講
じ
る

努
力
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。 町

長

投
票
所
の
統
廃
合

答「
改
善
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
」

答「
元
に
戻
す
考
え
は
な
い
」

町
民
不
在
の
暴
挙

　
　
　
　
　
　

投
票
所
が

統
廃
合
さ

れ
た
が
、
こ
の
行
政
手
法
は

町
選
挙
管
理
委
員
会
の
独

断
で
町
民
不
在
の
暴
挙
で

あ
る
。
再
度
、
民
主
的
な

方
法
で
町
民
の
理
解
を
求

め
な
が
ら
、
検
討
す
べ
き
で

な
い
か
。

　

８
か
所
削
減
で
実
施
さ

れ
た
選
挙
に
対
す
る
分
析
、

検
証
は
。

森
本

森本　真理子

の
住
民
自
治
は
埋
没
し
，
衰

退
の
一
途
を
た
ど
り
、
ひ
い

て
は
国
の
崩
壊
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

　

む
し
ろ
、
今
、
行
う
べ
き

こ
と
は
、
自
治
体
規
模
に

あ
っ
た
地
方
分
権
改
革
を
積

極
的
に
進
め
、地
域
の
自
主
・

自
立
性
を
高
め
る
こ
と
で
あ

る
。

　

今
後
と
も
、
北
栄
町
を
元

気
に
す
る
行
政
運
営
を
行

い
、
活
力
あ
る
町
に
し
て
い

き
た
い
。

　

旧
投
票
所
の
一
部
を
復
活

し
た
り
、
見
直
し
後
の
投
票

所
の
場
所
を
変
更
も
し
な

選
挙
管
理
委
員
長

　
　
　
　
　
　

庁
舎
及
び
改

善
セ
ン
タ
ー

空
調
設
備
改
修
工
事
に
つ
い

て
は
、
増
額
要
因
が
判
明
し

た
そ
の
都
度
説
明
す
べ
き

だ
っ
た
。誠
に
申
し
訳
な
い
。

平
成
23
年
１
月
に
発
生
し
た

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染

は
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事

案
発
生
し
た
際
は
速
や
か
な

対
応
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
周
知
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　

一
連
の
行

政
ミ
ス
が

発
生
し
た
。
特
に
庁
舎
及

び
改
善
セ
ン
タ
ー
空
調
設

備
改
修
工
事
の
増
額
変
更

等
の
説
明
が
不
十
分
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
23

年
１
月
発
生
の
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
集
団
感
染
で
の
報
道

対
応
に
も
疑
問
で
あ
り
、

対
応
と
責
任
を
問
う
。

阪
本

町
長
の
政
治
姿
勢

ミ
ス
の
責
任
は

答「
速
や
か
な
対
応
に
努
め
る
」 い

。
12
投
票
所
の
ま
ま
と
す

る
。
次
回
の
選
挙
か
ら
、
新

た
な
対
策
と
し
て
移
動
期
日

前
投
票
所
の
開
設
、
期
日
前

投
票
所
へ
の
移
動
バ
ス
の
運

行
、
北
条
地
区
で
の
期
日
前

投
票
所
の
開
設
を
考
え
て
い

る
。
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公契約条例

答「国の法整備が不可欠」
入札条件に適正賃金



町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

議会出前座談会

町からの回答
議会だより33号からの継続記事

　
　
　
　
　
　

❶
北
条
川
放

水
路
の
そ
の

後
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

❷
プ
ラ
ン
ト
の
進
出
状
況
は
。

❸
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し
の
進
ち
ょ
く
状
況

は
。

❹
行
財
政
改
革
を
ど
う
進
め

る
の
か
。

池
田

　
　
　
　
　
　

❶
弓
原
浜
の

対
策
委
員
長
、

県
、本
庁
と
で
課
題
と
対
策
、

解
決
に
向
け
て
協
議
を
進
め

て
い
る
。

❷
課
題
も
多
く
、
交
渉
継
続

中
の
地
権
者
と
の
面
会
も
不

調
に
終
わ
っ
た
。
プ
ラ
ン
ト

と
再
協
議
し
て
い
く
。

❸
現
在
、
全
体
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

町
長

町
長
の
政
治
姿
勢

答「
解
決
に
向
け
努
力
し
て
い
る
」

各
課
題
の
進
ち
ょ
く
は

池田　捷昭

❹
行
財
政
改
革
は
、
単
な
る

経
費
削
減
に
よ
る
財
政
収
支

の
改
善
で
な
い
。

　

町
の
発
展
の
た
め
行
政
と

町
民
が
一
体
と
な
っ
て
町
民

に
負
担
を
強
い
る
こ
と
な
く
、

財
政
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
。

要望内容 対応方針

�倉吉は企業誘致が進んでいるが、
町はどうして誘致しないのか。大
都会へ出かけてでもやるべきでは
ないか。

�北栄町の人口が減っていく中で借
金は多く、残った町民で返済して
いくことになる。年金の支給額も
下がっている。町は人口が減って
いることをどう考えているか。人
が増える対策は。

　近年は、行政が用地を確保・整備した状態で企業誘致を進
めております。これには、多額の投資（税金）が必要です。
町として、どういう企業を誘致していくのか、最終的にどう
いう目的で誘致するのかというところを整理し、その上で、
企業誘致できる用地を確保していく必要があります。ご存じ
のとおり倉吉市は、企業誘致に関して、長年の誘致努力や投
資により、平成23年度ごろから、徐々に企業の進出が決定し
てきております。しかしながら、新たな問題として、企業の
雇用募集に対して、人材が不足している状況にあります。住
民のニーズと企業誘致がミスマッチしてはいけません。大都
会での企業誘致は、まず地元の企業との連携を密にし、前述
の課題を整理したうえで、実施していきたいと考えておりま
す。� （産業振興課）

　北栄町においても人口減少は非常に大きな問題であると理
解しています。また、この問題は北栄町だけでなく国や県と
役割分担して協力しながら取り組んでいくことが必要と考え
ています。
　現在、北栄町においても平成27年度当初予算に向けて効果
的な取り組みを検討しているところです。
　人口減少問題を一挙に解決することは非常に困難ですが、
10年先、20年先を見据え、継続的に効果的な事業に取り組
んでいきたいと考えます。� （政策企画課）

※抜粋分です。全文は町のホームページをご覧ください。

さつきヶ丘団地
議会出前座談会

追跡
【平成26年３月定例会】
【津川】本町における子どもたちの携帯電話の利用状況とその使用についての指導方針を伺う。また、その指導方針を、

保護者、地域等へどの様に啓発していくのか。
　 �【教育委員長】教育委員会、学校とも指導方針として、不要であり持込みをしないよう、親子で使用のル－ルを決

めてもらう。こども園、保育所、小中学校の保護者を対象に同じ講師で研修会を実施したり、パンフレットを配

布予定。

答

Q.子どもの携帯　指導は？

あの質問はどうなった?

研修会を実施中
・大栄中学校　　　５月１０日　　開催済
・大栄小学校　　　６月１０日　　　〃
・大誠こども園　　７月　３日　　　〃
・北条こども園　　７月１６日　　　〃
・北条中学校　　１０月１５日　　　〃
・由良こども園　１０月１６日　　　〃
　（大谷保育所）
・北条小学校　　１１月　７日　　開催予定

北条川放水路

大栄小学校での研修

議会だより北栄 34号
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平
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6
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1日
発
行
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Ｄ Ａ Ｔ Ａ 人口 / 【15,653 人（男 7,493 人・女 8,160 人）・世帯数 5,273 世帯（平成 26 年 10 月 1 日現在）】※外国人含

　

今
年
の
夏
は
、
日
本
各
地
で

集
中
豪
雨
が
起
こ
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
議
会
一
般
質
問
一
日
目
に

は
、
中
央
育
英
２
年
生
13
名
が

傍
聴
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

生
徒
さ
ん
た
ち
が
、
サ
ケ
の
よ

う
に
育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
も
ど

り
、
元
気
よ
く
活
躍
し
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
広
報
メ
ン
バ
ー
で
、

４
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
感
想

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

森
本
真
理
子

編

後
集

記

発
行
責
任
者

　

議　

長　

井
上
信
一
郎

編
集

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

宮
本　

幸
美

　
副
委
員
長　

斉
尾　

智
弘

　
　
　
　
　

油
本　

朋
也

　
　
　
　
　

森
本
真
理
子

　
　
　
　
　

田
中　

精
一

　
　
　
　
　

浜
本　

武
代

知っとんなる？こんな北栄

議
会
だ
よ
り北
栄

大
栄
町
誌
に
よ
る
と
、
岩
崎
神
社
の
祭
神
は
、

大
山
袛
命
（
お
お
や
ま
ず
み
の
み
こ
と
）、
武

甕
槌
命(

た
け
み
か
づ
ち
の
み
こ
と)

、
菅
原
道

真
、
海
神
で
、
明
治
六
年
十
二
月
に
岩
崎
神
社

と
改
号
し
た
と
あ
り
ま
す
。

莉
山
（
か
り
や
ま
）
神
社
は
竜
王
神
を
祀
る
神

社
で
あ
り
、
雨
乞
い
神
事
と
し
て
、「
神
振
り
」

と
い
う
祈
願
が
臨
時
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が

あ
る
と
、
北
条
町
史
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。

双子 ちゃんかわいい
松本　萌

も

絵
え

香
か

ちゃん・実
み

弥
や

美
び

ちゃん
（11歳・下神）（左） （右）

河本　夏
なつ

実
み

ちゃん・真
ま

歩
ほ

ちゃん
（10歳・大谷）（左） （右）

　本を読んだり、おしゃべりをするのが大好きで
す。もえかはバドミントン、空手に頑張っています。
みやびはバドミントンに頑張っています。元気で
みんなに愛される明るい子に育ってほしいと思い
ます。

　学習発表会にむけ、ピアノの練習に頑張ってい
ます。好きな課目は、なつみが国語、まほが理科
です。
　これからも個性を大事にしながら、仲よく助け
合っていってほしいと思います。

表
紙
写
真北

条
こ
ど
も
園
運
動
会

�

９
月
20
日
撮
影　
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